
競輪・オートレースを巡る 
最近の状況について 

平成２９年１１月１０日 
経済産業省製造産業局 

車両室 

資料１ 



１．競輪の売上高・本場入場者数の推移 

 競輪の２８年度の売上高は、前年度比０.６％増の約６,３５０億円（３年連続増
加）。一方、本場入場者数は、減少傾向。 

 売上増加の主な要因は、ミッドナイト競輪の開催日数の増加等によるネット販売の増加。 

1 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 

8,401  
(97.6%) 7,913 

(94.2%)  
7,276 

(91.9%)  

6,350 
(87.3%)  

6,229 
(98.1%) 

6,091 
(97.8%)  

6,063 
(99.5%)  

6,159 
(101.6%)  

6,308 
(102.4%)  

6,346 
(100.6%)  

2,658 
(95.6%)  2,516 

(94.7%)  2,382 
(94.7%)  2,137 

(89.7%)  1,993 
（93.3%）  1,871 

(93.9%)  1,735 
(92.8%)  

1,672 
(96.3%)  

1,676 
(100.3%)  

1,602 
(95.6%) 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

単位：人 単位：億円 

年度 

車券売上金額 本場入場者数（１日あたり） 

※括弧内は対前年度比 



（参考）ミッドナイト競輪について 
 ２８年度には、１９施行者が年３３１日（前年度比約４７％増）ミッドナイト競輪を
開催し、売上は約４４１億円（前年度比約７１％増）。 

 １日当たりの売上は、約１.３億円（前年度比約１６％増）。特に、民間ポータル事
業者の売上が伸びている。 

 ２９年度は、２０施行者が年３５４日開催予定。 

2 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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２．競輪の売上高の販路別構成の推移 

 本場・場間場外・専用場外の売上高は減少の一途を辿る一方、ネット投票の売上高が
大幅増加。 

 主な増加要因は、ミッドナイト競輪の開催日数・売上増加。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



３．競輪のグレード別売上高構成の推移 
 グレード開催の売上高は全体的に減少傾向（ＧⅡの売上増加は、２開催から３開催
になったことによる）。 

 ＦⅡの増加は、ミッドナイト競輪の開催日数・売上増加（昼間からの振り替えを含む）
が主要因。ミッドナイトを除くＦⅡは、日数減によって売上が減少しているものの、１日当
たりで見れば増加（約７２百万円→約７８百万円）。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



 ２８年度においては、普通開催（ＦⅠ・ＦⅡ）の収益率が未だ赤字ながらも改善し、
▲２％程度となっているが、グレード開催（ＧⅠ～ＧⅢ）は、やや低下し４～６％程
度となっている。 

 グレード開催の売上が減少傾向にあり、収益額も減少している。 

 
 
 
 

普通開催（ＦⅠ・ＦⅡ） 
（１,９８７日） 

 
 
 

ＧⅢ 
（１４７日） 

 
 
ＧⅡ 
（１１日） 

 
ＧⅠ 
（２７日） 

  ＧＰ 

  ○ＫＥＩＲＩＮグランプリ 
   毎年１２月３０日に行われる競輪界最高峰のレース。 
    その年に活躍した選手９名がチャンピオンを決める一発勝負。 

  ○ＧⅠレース 【収益率：２７年度４.６８％ 
                       →  ２８年度４.７２％ 】 
    Ｓ級上位選手が参加。優勝者はＧＰ出場権を得る。 

  ○ＧⅡレース 【収益率：２７年度５.４４％ 
                    → ２８年度５．１４％】 
     優勝回数や１着獲得数などが上位のＳ級選手のみが参加。 

  ○ＧⅢレース 【収益率：２７年度６.１５％ → ２８年度６．００％】 
    Ｓ級選手のみが参加。各競輪場の開設などを記念して開催される競輪。 
     （各競輪場が原則年１回開催） 

   ○普通開催 
    【収益率：２７年度▲３.２１％ → ２８年度▲２.００％ 】 
     Ｓ級選手とＡ級１・２班で開催されるＦⅠレースと、 
      Ａ級選手のみで行われるＦⅡレースがある。 

【ＫＥＩＲＩＮグランプリ２０１６】 

※KEIRINグランプリは、経理処理上ＦⅠとして整理。また、ＦＩ・ＦⅡにおいては、経理処理上まとめて報告があるため、区分せず。 5 

（参考）競輪のレースのグレードについて 



４．競輪の開催日数推移 

 近年の選手数の減少に伴い、開催日数は減少傾向であったものの、２７年度からは概
ね直近では横ばい。 
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（参考）競輪選手数の推移 

7 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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赤字 

５．競輪施行者の営業活動収支① 
 ２８年度は、４３施行者のうち、赤字は１施行者（２７年度も赤字は１施行者）。 
 赤字施行者の減少要因は、昼間のＦⅡ開催の日数削減とミッドナイト競輪の日数増加
等。 

8 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 

「平成２８年度速報値を集計」 



 施行者全体の営業活動収支（収益の合計額）は、２４年度以降増加。 
 ここ数年、赤字施行者数は減少傾向。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 

５．競輪施行者の営業活動収支② 
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６．オートレースの売上高・本場入場者数の推移 

 オートレースの２８年度の売上は、船橋オートレース場の廃場（２８年３月）により、総
額は減少したものの、１場当たりの売上は２年連続増加。 

 増加の主な要因は、ネット及び専用場外車券売場の売上増加。 
 １日当たりの本場入場者数は、２８年度に増加に転じた。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



（参考）専用場外車券売場数の推移 

11 

 オートレースの専用場外車券売場は、オートレース場の近隣地域のみではなく、北海道、
東北、近畿などオートレース空白地域に展開し、２８年度末までに２５施設が設置され
た。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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７．オートレースの売上高の販路別構成の推移 

 本場・場間場外の売上高が減少傾向にある一方、専用場外・ネット投票の売上高は増
加傾向。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



８．オートレースのグレード別売上高構成の推移 

 ２８年度のグレード開催（ＳＧ～ＧⅡ）の売上高は前年度に比べ減少したが、船橋
場の廃場に伴う開催日数減が要因。１日当たりの売上では増加（約２.２億円→約
２.３億円）。 

 普通開催は、開催日数が変わらない中で増加傾向。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



９．オートレースの開催日数推移 
 ２７年度末で船橋場が廃場になったことにより、２８年度は開催日数が全体
で２１日減少（グレード開催２０日、普通開催１日）。 

 他方、２８年度は、前年度に比べて、ナイター開催（５９日→７３日）やミッドナイト
開催（３日→２６日）が増加。 

14 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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（参考）飯塚場でのミッドナイト開催について 

 ２７年度から飯塚場においてミッドナイトオートレースを開催。  
  ※競輪同様、ネット販売限定（無観客開催） 
 ２８年度の１日当たりの売上は約０.６億円であり、競輪（約１.３億円）とはまだ大
きな差があるものの、今後も売上増が期待できる。 
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＜消音マフラー装着＞ 

＜消音マフラー拡大図＞ 



１０．オートレース施行者の営業活動収支①  

16 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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 ２８年度は、５施行者全てが黒字化。 
 現在、５施行者中、３施行者は民間事業者と収益保証型の包括委託契約を締結。 
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 施行者全体の営業活動収支（収益の合計額）は、減少傾向にあったが、２７年度か
ら増加に転じ、２８年度は２６年度の３倍超の収益となった。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 17 
年度 

１０．オートレース施行者の営業活動収支② 

単位：億円 単位：施行者数 



（参考）競輪・オートレース事業における包括委託契約一覧 
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 施行者として競輪事業又はオートレース事業を実施する中で、事務のスリム化やコスト削
減を目的に民間企業等へ開催運営を包括委託しているケースは以下のとおり。 

区分 施行者 委託先 区分 施行者 委託先 

競 
 
 
 
輪 

函館市 日本トーター(株) 

競 
 
  
輪 

奈良県 日本トーター(株) 

青森市 日本トーター(株) 京都府 日本写真判定(株) 

埼玉県（大宮・西武園） 日本トーター(株) 岸和田市 日本トーター(株) 

松戸市 (株)松戸公産 広島市 日本写真判定(株) 

千葉市 日本写真判定(株) 高知市 日本トーター(株) 

川崎市 トータリゼータエンジニアリング(株) 北九州市 (公財)ＪＫＡ 

静岡市 日本トーター(株) 佐世保市 日本トーター(株) 

豊橋市 日本トーター(株) 区分 施行者 委託先 

富山市 日本写真判定(株) 
オ 
｜ 
ト 

浜松市 日本トーター(株) 

松阪市 日本写真判定(株) 山陽小野田市 日本写真判定(株) 

四日市市 日本トーター(株) 飯塚市 日本トーター(株) 

平成29年新規 

平成29年新規 



１１．公営５競技の売上高の推移 
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単位：兆円 

年度 

競輪 
オートレース 
中央競馬 
地方競馬 
競艇 

中央競馬：2兆6,709億円 
(前年比：103.4％) 

競艇：1兆1,111億円 
(前年度比：106.6％) 

競輪：6,346億円 
(前年度比：100.6％) 

オートレース：654億円 
(前年度比：96.4％) 

地方競馬：4,870億円 
(前年度比：113.0％) 

 ※中央競馬については暦年。２８年度の地方競馬売上高は速報値。 

近年、各公営競技は、売上が下げ止まり、増加傾向。 
２８年度の増加率（前年度比）は、地方競馬（１３％）、競艇（６.６％）、中
央競馬（３.４％）、競輪（０.６％）、オートレース（▲３.６％）の順。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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１２．ギャンブル等依存症対策① 
 昨年末に「ギャンブル等依存症対策関係閣僚会議」を設置。本年８月には具体的対
策を取りまとめ。相談窓口の設置、顧客に対する注意喚起、依存症者本人の申告によ
るアクセス制限、場内のＡＴＭ撤去等、着手可能な取組から順次実施している。 

出所：第３回ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議（平成29年８月29日）資料を抜粋 
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１２．ギャンブル等依存症対策② 

＜競輪の注意喚起・啓発用チラシ＞ 

＜オートレースの注意喚起標語ステッカー＞ 

＜公営競技共通の注意喚起・啓発用ポスター＞ 
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